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  平成 28 年９月定例会

平成 28 年 第 1 回臨時会  　　 「場外車券発売施設の設置反対を求める意見書提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に関する請願書」 を全会一致で採択　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

設
置
予
定
地
付
近
に
は
堅
倉
小
学
校
、

美
野
里
中
学
校
、
中
央
高
校
が
あ
り
、

国
道
６
号
を
多
く
の
児
童
生
徒
が
通
学

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
６
号
に
つ
い

て
は
、
茨
城
東
高
校
及
び
石
岡
第
一
高

校
な
ど
へ
の
通
学
路
と
も
な
っ
て
お
り
、

児
童
生
徒
が
下
校
時
に
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
危
険
性
も
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
国
道
６
号
は
交
通
量
が

多
く
付
近
に
は
パ
チ
ン
コ
店
も
あ
り
、

信
号
の
な
い
変
則
的
な
交
差
点
と
も
相

ま
っ
て
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
い

場
所
で
あ
る
。
こ
の
施
設
が
で
き
る
と
、

交
通
渋
滞
を
招
く
と
と
も
に
児
童
生
徒

を
巻
き
添
え
に
し
た
交
通
事
故
の
危
険

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
小
美
玉
市

内
に
場
外
車
券
発
売
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
将
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
に
大
き
な
障
害
を
も
た
ら
す
こ
と

は
明
白
で
あ
る
た
め
、
本
市
議
会
に
お

い
て
は
、
多
く
の
賛
同
者
署
名
を
添
え

て
提
出
さ
れ
た
「
場
外
車
券
発
売
施
設

の
設
置
反
対
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

　堅倉地内で計画されている競輪競技の場外車券発売施設建設計画に対し、地元小学
校評議員等を中心に、この施設設置に反対する請願が提出されました。
　当市議会では、この請願を受け、7月 14 日に第 1回臨時会を開き、総務常任委員会、
文教福祉常任委員会、産業建設常任委員会の３委員会による連合審査会において、請
願者による意見陳述をはじめ、各委員から請願者への質疑も十分に行い、慎重に審査
を行いました。
　その結果、｢請願 1号　場外車券発売施設の設置反対を求める意見書提出に関する
請願書」を全会一致で採択し、経済産業大臣等の関係機関へ意見書を送付しました。

関
す
る
請
願
書
」
を
採
択
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
小
美
玉
市

内
へ
の
場
外
車
券
発
売
施
設
の
設
置
を

許
可
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

　
【
提
出
先
】

経
済
産
業
大
臣

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

●
賛
成
討
論
（
福
島
議
員
）

　

建
設
予
定
地
の
地
域
に
は
健
全
な
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
施
設
や
市
役

所
、
医
療
施
設
も
あ
り
、
交
通
の
激
し

い
６
号
国
道
沿
い
で
あ
る
。
３
回
の
住

民
説
明
会
が
開
か
れ
た
と
言
う
が
、
出

席
者
も
少
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
の
み
の
説

明
し
か
し
て
お
ら
ず
、
到
底
（
施
設
の

設
置
に
）
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
建
設
さ
れ

る
市
町
村
（
自
治
体
）
の
許
可
が
な
く

て
も
で
き
て
し
ま
う
の
は
法
の
不
備
が

問
題
で
は
な
い
か
。

●
○
意
見
書
提
出
●
○

 

場
外
車
券
発
売
施
設
の
設
置
反
対
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜 

一
部
抜
粋 

〜

● 

平
成
28
年 

熊
本
地
震
災
害
支
援

　

 

へ
の
義
援
金
を
送
金

　

小
美
玉
市
議
会
で
は
、
熊
本
県
熊
本

地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
方
の
支
援
及
び
被
災
地
の

復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
議

員
会
（
全
議
員
で
構
成
）
よ
り
義
援
金

10
万
円
を
、
九
州
市
議
会
議
長
会
を
通

じ
て
送
金
し
ま
し
た
。

　

討
論　
（
請
願
１
号
）



　   3
議会だより 第 43 号

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
績

Ｑ
．
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料
３
０
０
万

円
に
対
し
収
納
金
は
い
く
ら
か
？

Ａ
．
７
億
６
１
４
０
万
５
０
０
０
円

あ
っ
た
。

犬
・
猫
の
避
妊
・
去
勢
の
費
用

を
助
成

Ｑ
．
動
物
愛
護
活
動
支
援
費
（
避
妊

４
０
０
０
円
、
去
勢
３
０
０
０
円
）
の

申
請
件
数
は
？

Ａ
．
避
妊
が
１
２
４
件
、
去
勢
が
91
件

あ
っ
た
。

〇
捨
て
犬
、
捨
て
猫
が
減
っ
て
い
る
と

は
思
う
が
、
今
後
も
確
保
と
予
算
確
保

と
周
知
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業

Ｑ
．
商
品
券
の
発
行
実
績
と
換
算
率

は
？ 

Ａ
．
３
億
６
０
０
０
万
円
で
、
換
算
率

は
99
・
８
％
。

Ｑ
．
消
費
喚
起
額
と
そ
の
波
及
効
果

は
？

Ａ
．
１
億
１
９
７
万
７
０
０
０
円
で
新

た
に
５
０
４
８
万
４
０
０
０
円
の
消
費

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

Ｑ
．
不
納
欠
損
の
主
な
理
由
は
？

Ａ
．
破
産
し
た
法
人
、
財
産
の
な
い
生

活
困
窮
者
な
ど
。

Ｑ
．
不
用
額
が
出
た
理
由
は
？

Ａ
．
入
札
差
金
や
事
業
を
効
率
的
に
進

め
た
た
め
。

〇
財
源
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
今

後
も
減
額
に
努
め
て
ほ
し
い
。

市
内
循
環
バ
ス
の
経
費

Ｑ
．
１
日
の
利
用
者
数
は
？

Ａ
．
平
成
27
年
度
は
78
・
７
人
で
、
26

年
度
よ
り
伸
び
て
い
る
。

Ｑ
．
土
日
の
運
行
予
定
は
？

Ａ
．
全
日
運
行
は
車
両
点
検
整
備
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
無
理
だ
が
、
土
日

ど
ち
ら
か
の
運
行
を
検
討
中
。

（
＊
日
曜
の
運
行
は
来
年
１
月
か
ら
を

予
定
し
て
い
る
。）

Ｑ
．
28
年
度
か
ら
合
併
市
町
村
補
助
金

が
な
く
な
る
が
？

Ａ
．
特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
る
事
業

な
の
で
、
有
利
な
財
源
等
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

　　平成 28 年の第３回定例会が８月 31 日から９日 23 日までの 24 日間の会期で開かれ、平成 27 年度の決平成 28 年の第３回定例会が８月 31 日から９日 23 日までの 24 日間の会期で開かれ、平成 27 年度の決

算を中心に 31 件の議案等について審議しました。算を中心に 31 件の議案等について審議しました。

　その中で、９月 12 日、13 日の 2日間、議長と監査委員を除く 18 名の委員で構成する決算特別委員会　その中で、９月 12 日、13 日の 2日間、議長と監査委員を除く 18 名の委員で構成する決算特別委員会

（岩本好夫委員長、谷仲和雄副委員長）を設置し、27 年度における一般会計および、各特別会計、企業会（岩本好夫委員長、谷仲和雄副委員長）を設置し、27 年度における一般会計および、各特別会計、企業会

計の 10 件の審査を行いました。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。計の 10 件の審査を行いました。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

　委員会ＱＡ
不
納
欠
損
と
は
？
・
・
・
滞
納
と
な
っ
た
税
金
や
使
用
料
等
が
自
己
破
産
、
時
効
な
ど
に
よ
徴
収
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
請
求
権
を
消
滅
、
放
棄
す
る
こ
と
。

平成 28年度第 3回定例会

～ 平成 27 年度の決算を審査 ～
決算特別委員会 Ｑ＆Ａ
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思い思いに好きな種目を楽しむ「スポレクデー
2016」　（10月 10日、玉里運動公園にて）

妊
婦
乳
児
訪
問
指
導
委
託
料

Ｑ
．
妊
婦
乳
児
訪
問
指
導
は
ど
の
よ
う

な
方
が
あ
た
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ
．
助
産
師
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
方

に
委
託
し
、
乳
児
の
健
康
管
理
と
産
婦

の
育
児
不
安
等
の
解
消
を
図
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
年
間
ど
の
く
ら
い
実
施
し
て
い
る

の
か
？

Ａ
．
乳
児
全
戸
訪
問
は
、
平
成
27
年
度

３
９
４
件
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

60
件
を
助
産
師
が
行
っ
て
い
る
。

空
の
え
き 「
そ
・
ら
・
ら
」

　
Ｑ
．
運
営
経
費
流
用
が
あ
る
が
理
由

は
？

Ａ
．
商
業
施
設
で
あ
る
た
め
、
利
便
性

の
向
上
や
お
客
様
へ
不
便
を
き
た
さ
な

い
よ
う
、
修
繕
や
改
修
を
行
う
た
め
の

緊
急
的
な
も
の
。

Ｑ
．
今
後
の
運
営
方
針
は
？

Ａ
．
建
設
時
点
か
ら
民
間
ま
た
は
第
三

セ
ク
タ
ー
、
指
定
管
理
者
等
の
検
討
が

Ａ
．
財
政
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
、
国

県
と
綿
密
な
協
議
に
基
づ
き
事
業
を
進

め
て
い
る
が
、
補
助
金
の
関
係
で
事
業

が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
に

な
っ
て
い
る
。

さ
れ
て
お
り
、
特
に
乳
製
品
加
工
施
設

に
つ
い
て
は
早
い
段
階
で
指
定
管
理
等

に
移
行
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、
今
年

度
、具
体
的
な
検
討
に
入
っ
た
と
こ
ろ
。

　

そ
れ
以
外
の
店
舗
に
つ
い
て
も
、
施

設
全
体
を
考
え
た
中
で
、
経
営
状
況

等
々
も
勘
案
し
な
が
ら
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
移
行
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

土
木
費

Ｑ
．
土
木
費
補
助
の
大
幅
な
減
額
補
正

の
理
由
は
？

Ａ
．
主
に
国
の
交
付
金
の
内
示
割
れ
で

あ
り
、
社
会
総
合
整
備
交
付
金
、
道
整

備
交
付
金
が
市
の
要
求
額
に
達
し
な

か
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
。

Ｑ
． 

不
用
額
が
多
額
に
な
っ
た
理
由

は
？

Ａ
．
主
に
用
地
交
渉
が
難
航
し
て
、
年

度
中
に
地
権
者
の
方
か
ら
了
解
が
い
た

だ
け
な
か
っ
た
こ
と
や
、
事
業
完
了
に

伴
う
執
行
残
に
よ
る
も
の
。

下
水
道
費

Ｑ
．
各
地
区
か
ら
下
水
道
整
備
の
要
望

が
あ
る
中
、
事
業
費
が
減
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は
？

喚
起
が
あ
っ
た
。

ス
ポ
レ
ク
デ
ー
の
効
果

Ｑ
．
市
民
体
育
祭
か
ら
ス
ポ
レ
ク
デ
ー

に
変
更
に
な
っ
た
効
果
は
？

Ａ
．
昨
年
初
め
て
市
民
体
育
祭
を
個
人

参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
替
え
て
実
施
し
、
雨
天
に
も
拘
わ
ら

ず
約
２
５
０
０
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
市
民
の
方
か
ら
楽
し
く
で
き
た
と

多
く
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

都
市
建
設
・
産
業
経
済

教
育
・
福
祉
・
医
療

９
月 

定
例
会 

日
程

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

８
月

31
日

本
会
議  

　

開
会
、
議
案
上
程

１
名

９
月

６
日

本
会
議　
一
般
質
問 

３
名

７
日

本
会
議　
一
般
質
問

３
名

８
日

本
会
議　
一
般
質
問
、
議
案
質
疑

９
名

９
日

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り特別

委
員
会

－

12
日

決
算
特
別　
委
員
会

－

13
日

決
算
特
別　
委
員
会

－

14
日

総
務　
常
任
委
員
会

－

15
日

文
教
福
祉　
常
任
委
員
会

－

16
日

産
業
建
設　
常
任
委
員
会

－

20
日

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策

特
別
委
員
会

－

21
日

広
報　
特
別
委
員
会

－

23
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 

　

委
員
長
審
査
報
告
、

　

追
加
議
案
上
程
、

　

採
決
、
討
論
、
閉
会

１
名

　 委員会 QA
意
見
書
と
は
？
・
・
・
広
く
市
民
の
公
益
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
等
に
つ
い
て
、
市
の
一
機
関
と
し
て
議
会
の
意
思
を
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
伝
え
る
手
段
（
地
方
自
治
法
99
条
）。
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実質公債費比率　実質公債費比率　７．６%７．６%

    H27 年度の市財政の健全度チェック！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H２７ 7.6％ 20 位 7.3％
25%  
(18%)*

H ２６ 7.3％ 17 位 8.0％
H２５ 7.8％ 13 位 　9.0％
※  順位・平均は、県内 44市町村との比較および県内の平均。
＊早期健全化基準が 18％に達した場合は、新たな
　借金をする際に県の許可を要するなどの制限がある。

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H２７ 59.9％ 29 位 36.6％
350%*H ２６ 58.2％ 26 位 37.5％

H２５ 62.6％ 29 位    42.9％
※  順位・平均は、県内 44市町村との比較および県内の平均。
＊将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

将来負担比率　将来負担比率　５９．９%５９．９%  

H27 年度 会計別の決算額
会　計　別 歳 入 ( 万円） 歳 出 ( 万円） 歳出の前年度比

一 般 会 計 244 億 4,793 236 億 2,284 4.0％↓

特

別

会

計

国民健
康保険

（事業勘定） 72 億 1,774 71 億 5,141  17.1 ％↑
（白河診療所） 1億 5,380 1 億 4,240 ０％

後期高齢者医療保険 4億 3,103 4 億 2,777 2.5％↓

介 護
保 険

（ 事 業 ） 36 億３ 34 億 8,195  6.5 ％↑

（サービス） 621 427 2.4％↑

下 水 道 15 億 6,264 14 億 8,297 8.8％↓

農 業 集 落 排 水 　5億 9,810 5 億 7,977 5.0％↑

戸 別 浄 化 槽 8,079 7,781 44.0％↑

霊 園 2,542 2,482 120.7％↑
　 合 計 381 億 2,369 369 億 9,601 4.0％↓

企
業
会
計

病 院
収益的収支 1億 9,315 1 億 9,315
資本的収支 0 2,288

水 道
収益的収支 8億 1,623 7 億 2,655
資本的収支 4,454 3 億 5,154

実
質
公
債
費
比
率
と
は
？
・
・
・
市
の
実
質
的
な
借
金
が
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
の
こ
と
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
返
済
の
負
担
が
重
い
こ
と
を
示
す
。

　　　おみたま家の家計簿 

平成 27 年度の小美玉市の一般会計決算（244 億 4,793 万円）を
「家計簿」に例えてみました。

　　　（　　）内はH26 年度との比較

　

家計簿 1万円＝市決算 5,000 万円

収 入 （ 万 円 ） 支 出 （ 万 円 ）

給　与（基本給）　市税 129 （ 0 ）生活費　人件費、物件費 136 （ 1 ）
給　与（諸手当）　地方交付税　等 138 （ 9 ）医療、福祉、教育　扶助費、補助費等（教育ソフト分） 83 （ 4 ）
パート収入　使用料、手数料等 13 （ 2 ）家の増改築、防災対策　普通建設事業費 84 （ △ 36 ）
親、兄からの援助　国庫・県支出金 109（ △ 17）車や家具の修理代　維持補修費 4 （△ 3 ）

ローン借入　市債 70 （ △ 9 ）ローン返済　公債費 40 （ 3 ）

預金の引き出し　繰入金 5 （ △ 3 ）預金　積立金 22 （ 2 ）

子どもの事業から返済　諸収入 9 （ △ 1 ）子どもの事業への貸付　
補助費等（負担金、助

成金）、繰出金（特別会計）、貸付金等
103 （ 9 ）

繰越金 16 （ 0 ）

合　計　 489（△ 19 ）合    計 472 （ △ 20 ）

預金残高 136 （ 5 ） ローン残高　
（住宅ローン 289、カードローン 212）         

※資産形成する ※資産を形成しない
501 （ 34 ）

連帯保証等　（公営事業特別会計や退職手当等） 　　136 （6 ）
※   平成２7年度は収入・支出ともに減っています。国庫補助金・合併特例債を活用した主な事業は、教育施設整備工事、広
　域幹線道路、道路改良工事、庁舎改修整備工事・湖岸公園整備工事などです。ローン残高は増えています。これは計画した
　事業が着実に進んでいることを意味しています。ローン残高のうちカードローンが半分近くを占めています。これは地方交
　付税の立替分の臨時財政対策債（返済額の１００％が後年度に交付税措置される特例的市債）が主な要因です。また、預金
　した額は前年度と比べると減っています。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に

よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
．
証
明
書
の
交
付
手
数
料
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
？

Ａ
．
住
民
票
の
場
合
、
世
帯
の
人
数
に
か

か
わ
ら
ず
１
件
あ
た
り
一
律
２
０
０
円
と

な
る
。

Ｑ
．
多
機
能
端
末
機
の
設
置
台
数
は
？

Ａ
．
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
20
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
．
万
が
一
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛

失
し
て
も
大
丈
夫
か
？

Ａ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
IC
チ
ッ
プ

に
は
、
税
や
年
金
に
関
す
る
情
報
な
ど
の

個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
安

全
。

Ｑ
．
市
役
所
に
は
多
機
能
端
末
機
が
設
置

さ
れ
な
い
の
か
？

Ａ
．
す
ぐ
に
設
置
す
る
予
定
は
な
い
が
、

今
後
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
利
用

状
況
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

児
童
福
祉
施
設
費
補
正

Ｑ
．
今
回
の
補
正
で
市
内
民
間
保
育
園
が

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
こ
の
民
間
保
育
園
か
？

Ａ
．
納
場
保
育
園
、
玉
里
保
育
園
、
は
と

り
保
育
園
の
３
園
が
移
行
し
た
。

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
委
託
料

Ｑ
．
予
防
プ
ラ
ン
作
成
委
託
は
、
ど
の
く

ら
い
増
加
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
． 

委
託
件
数
が
月
20
件
程
度
増
加
し
て

い
る
。

文
化
財
の
修
繕

Ｑ
．
国
の
指
定
文
化
財
等
は
当
時
の
方
法

で
同
じ
材
料
を
使
っ
て
直
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
市
の
指

定
文
化
財
の
修
繕
方
法
は
？

Ａ
．
市
の
指
定
文
化
財
補
助
金
交
付
要
綱

で
は
材
料
等
の
指
定
は
な
い
が
、
文
化
財

な
の
で
価
値
や
外
観
が
著
し
く
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

Ｑ
．
修
繕
後
の
確
認
は
？

Ａ
．
申
請
が
あ
っ
た
時
点
で
確
認
を
行
い
、

修
繕
後
も
確
認
を
す
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入

Ｑ
．「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
と
は
？

Ａ
．
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
質
問
（
選
択
回

答
）
に
答
え
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
調
べ
る
心
の

健
康
診
断
。

Ｑ
．
制
度
導
入
の
経
緯
は
？

Ａ
．「
労
働
安
全
衛
生
法
」
の
改
正
に
伴

い
、
昨
年
12 

月
か
ら
50 
人
以
上
の
事
業
所

で
は
、
毎
年
１
回
、
こ
の
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
。

Ｑ
．
導
入
の
目
的
は
？

Ａ
．
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
。

　本会議で付託された 15 件の議案について、９月 14 日から 16 日にかけて行われた各常任委員会で
審査を行いました。各常任委員会での主な質疑応答の内容をお知らせします。

委員会 Ｑ＆Ａ
各委員会で付託された 15議案を審査

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
大和田
長　島
荒　川
関　口
鈴　木
村　田

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
岩　本
谷　仲
笹　目
小　川
幡　谷
植　木
木　村

コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
？
・
・
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書･

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
等
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

　 委員会 QA
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　委員会ＱＡ
地
籍
調
査
事
業

Ｑ
．
玉
里
地
区
で
実
施
す
る
地
籍
調
査
の

地
籍
調
査
推
進
員
の
人
数
は
？

Ａ
．
１
筆
調
査
の
調
査
班
構
成
は
、
市
の

職
員
２
名
、
測
量
業
者
１
名
、
地
籍
調
査

推
進
員
４
名
の
合
計
７
名
で
実
施
す
る
予

定
。
年
度
に
よ
っ
て
は
４
班
編
成
で
調
査

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
活
動
内
容
は
？

Ａ
．
１
地
区
を
３
年
で
調
査
す
る
考
え
で
、

１
年
目
は
事
前
調
査
、
２
年
目
が
現
地
調

査
、
３
年
目
が
国
土
交
通
省
の
認
証
作
業

を
予
定
し
て
い
る
。
推
進
員
の
方
の
活
動

は
２
年
目
の
現
地
調
査
が
主
に
な
る
。

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

Ｑ
．
事
業
計
画
の
変
更
内
容
は
？

Ａ
．
事
業
終
了
年
度
を
平
成
28
年
度
か
ら

平
成
30
年
度
へ
延
伸
す
る
。
ま
た
、
貸
付

け
る
担
い
手
の
人
数
変
更
に
よ
る
農
地
の

流
動
化
計
画
等
を
見
直
す
。

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業

Ｑ
．（
仮
称
）
羽
鳥
駅
東
口
拠
点
整
備
検

討
委
員
謝
金
と
は
？

Ａ
．
羽
鳥
駅
東
口
市
有
地
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
、
学
識
経
験
者
や
市
民
の
方
に
意

見
を
聴
く
た
め
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
委
員
の
方
へ
の

謝
金
。

産
業
建
設

産
業
建
設
（委員）
藤　井
大　槻
野　村
戸　田
福　島
石　井

畑地帯総合整備事業地（上小岩戸地内）

　　　　　

「「会議録検索システム」をご利用ください！会議録検索システム」をご利用ください！
◆市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧・検索できます。小美玉市議会ホームページ
の「会議録の閲覧・検索」をクリックすると下の検索画面に移ります。日付やキーワードを
入力して簡単に検索することができます。ぜひ、議会で何が議論されているかご覧ください。

ここに気になるキーワードを
入力して検索ボタンをクリック！
簡単に会議録が検索できます。
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審議結果

審議結果等一覧（全 31件）

No
議
決
結
果

■平成 27年度決算（9件）    　  　

71 国民健康保険（事業勘定、直診勘定）

認
定

［事業勘定］
　［歳入］72 億 1,773 万 8 千円、［歳出］71 億 5,140 万 6 千円
［診療施設勘定（白河診療所）］　
　［歳入］1億 5,380 万 5 千円、［歳出］1億 4,240 万 2 千円

72 後期高齢者医療保険 ［歳入］4億 3,103 万 5 千円、［歳出］4億 2,776 万 7 千円

73 下水道事業 ［歳入］15 億 6,263 万 9 千円、［歳出］14 億 8,297 万 4 千円

74 農業集落排水事業 ［歳入］5億 9,809 万 8 千円、［歳出］5億 7,977 万 1 千円

75 戸別浄化槽事業 ［歳入］8,079 万 1 千円、［歳出］7,781 万 1 千円

76 霊園事業 　［歳入］2,541 万 7 千円、［歳出］2,482 万円

77 介護保険

［事業勘定］　
　［歳入］36 億 2万 5千円、［歳出］34 億 8,195 万 2 千円
［介護サービス事業勘定］
　［歳入］621 万 5千円、［歳出］426 万 5千円

78 病院事業

［収益的収入及び支出］
　［収入］1億 9,315 万円、［支出］1億 9,315 万円
［資本的支出］
　［収入］0千円、［支出］2,288 万 3 千円

79 水道事業

 ［収益的収入及び支出］
　［収入］8億 1,622 万 8 千円、［支出］7億 2,655 万 3 千円
 ［資本的収入及び支出］
　［収入］4,454 万円、［支出］3億 5,154 万円

■その他（２件）
81 工事請負契約の締結 可

決
防災行政無線放送施設整備工事

82 市道路線の廃止 小美玉市道 小 10287 号線

■人権案件（３件）
１ 人権擁護委員の推薦

適
任

任期満了に伴い、久保田博之氏を再任

２ 人権擁護委員の推薦 前委員の任期満了に伴い、新たに竹内芳文氏を推薦

３ 人権擁護委員の推薦 前委員の任期満了に伴い、新たに菊池広己氏を推薦

■請願（１件）
2 教育予算の拡充を求める請願 採

択 請願者：茨城県教職員組合　　紹介議員：藤井敏生

●
議
会
用
語
●

●
人
事
案
件
と
は
・
・
・

　

市
長
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
又
は

任
命
す
る
人
事
に
関
し
、
議
会
に
同
意
を
得

る
た
め
に
提
出
す
る
議
案
を
い
い
ま
す
。

●
請
願
と
は
・
・
・

　

住
民
が
国
や
地
方
議
会
に
対
し
、
文
書
で

希
望
を
申
し
述
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。　

　

な
お
、
請
願
に
は
必
ず
請
願
内
容
に
賛
同

し
て
署
名
す
る
議
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
紹
介
議
員
と
い
い
ま
す
。。
請
願
は

い
つ
で
も
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
定
例
会

ご
と
に
受
付
期
限
が
あ
り
、
本
会
議
で
所
管

の
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
し
、
最
終
的
に

は
本
会
議
で
採
択
・
不
採
択
等
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
行
政
の
責
任
者
で

あ
る
市
長
や
関
係
す
る
行
政
機
関
に
送
ら

れ
、
住
民
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
が
促
さ
れ
ま
す
。

　

議
決
結
果
は
請
願
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

請
願
は
、
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
国
民
の
権
利

の
ひ
と
つ
で
す
。
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平成 28 年第３回定例会　
審議結果
※
議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん
。　

※
議
案
81
号
は
８
月
31
日
に
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

【賛否が分かれた議案等】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●・欠席：－）

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  
良
明

関
口  
輝
門

笹
目  

雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

■ 28年度  補正予算（1件）、27年度  決算（1件）、その他（1件）

62 平成 28 年度  一般会計補正予算（第２号） 可決
［補正額］3億 7,778 万 3 千円、［補正後額］234 億 9,888 万 5 千円　
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

70 平成 27 年度  一般会計決算 認
定

［歳入］244 億 4,793 万 1 千円、［歳出］236 億 2,284 万 1 千円
歳入歳出 差引額　8億 2,509 万円
うち、2億 3,577 万 9 千円（繰越明許費等繰越額）
　（実質収支額：5億 8,931 万 1 千円）  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

80 霞台厚生施設組合規約の変更 可
決

平成２８年４月に締結した「ごみ処理広域化に伴う関連施設整備に関する協定

書」等に基づき、事業を推進するため、霞台厚生施設組合規約を変更するもの
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

【全会一致の議案等】
■ 条例の改正（4件）
58 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 ( 一部 )

可
決

「地籍調査推進員」の設置に伴うもの

59 手数料条例 ( 一部 )
個人番号カード利用によるコンビニエンスストアーでの交付サー

ビス実施に伴うもの

60 市印鑑条例 ( 一部 )
個人番号カード利用によるコンビニエンスストアーでの交付サー

ビス実施に伴うもの

61 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ( 一部 ) 国の基準の一部改正に伴うもの

■ 平成 28 年度補正予算（9件）

63 国民健康保険

可
決

［事業勘定］

  ［補正額］2,430 万 8 千円、［補正後額］70 億 969 万 5千円

［診療施設勘定（白河診療所）］

  ［補正額］97 万 2千円、［補正後額］1億 5,063 万 5 千円

64 後期高齢者医療保険 ［補正額］92 万 8千円、［補正後額］4億 4,979 万 1 千円

65 下水道事業（第 1号） ［補正額］401 万 9千円、［補正後額］15 億 9,082 万 8 千円

66 農業集落排水事業 ［補正額］273 万 8千円、［補正後額］7億 4,405 万 4 千円

67 戸別浄化槽事業 ［補正額］△ 429 万 2千円、［補正後額］8,177 万 6 千円

68 介護保険

［事業勘定］
　［補正額］8,659 万 1 千円、［補正後額］35 億 4,936 万 4 千円

［介護サービス事業勘定］

　［歳入］194 万 8千円、［歳出］633 万 5千円

69 水道事業
 ［収益的支出］

　［補正額］△ 202 万 1千円、［補正後額］7億 8,971 万 1 千円

83 一般会計 ( 第３号 )　（追加） ［補正額］2,353 万円、［補正後額］235 億 2,241 万 5 千円　

84 下水道事業（第 1号）　（追加） ［補正額］2,353 万円、［補正後額］16 億 1,435 万 8 千円
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議会報告会

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
第
１
班 

》　

美
野
里
会
場

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
28
年
８
月
２
日
（
火
）

﹇
会　

場
﹈　

四
季
文
化
館
（
み
の
〜
れ
）

﹇
参
加
者
﹈　

36 

名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
空
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

↓
Ａ
．
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
空

き
家
の
調
査
を
行
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
と
と
も
に
、
優
良
空
き
家
に
つ
い
て
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
化
を
図
り
移
住
・

定
住
を
促
進
し
ま
す
。

Ｑ
．
歩
道
が
な
い
通
学
路
の
安
全
を
確

保
し
て
欲
し
い
。
特
に
堅
倉
地
区
か
ら

北
側
が
な
い
。
↓
Ａ
．
関
係
機
関
か
ら
な

る
「
小
美
玉
市
通
学
路
安
全
対
策
会
議
」

を
設
置
し
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
通
学
路

危
険
箇
所
の
合
同
点
検
を
実
施
し
な
が
ら

道
路
管
理
者
等
に
対
し
、
計
画
的
な
取
組

の
中
で
歩
道
の
早
期
設
置
に
つ
い
て
働
き

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
堅
倉
地
内
か

ら
の
県
道
部
分
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
も

県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
議
員
報
酬
を
上
げ
た
理
由
は
。
↓

Ａ
．
前
期
の
議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査

特
別
委
員
会
で
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て
４

年
を
か
け
調
査
し
た
結
果
、
民
意
を
吸
い

上
げ
る
の
に
適
正
な
数
を
20
名
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
議
員
は
職
を
持
っ
て
い

て
余
裕
が
あ
る
人
し
か
な
れ
な
い
、
志
が

あ
る
若
者
が
手
を
挙
げ
ら
れ
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
こ
と
か
ら
議
員
報
酬
を
上
げ
る

こ
と
を
市
に
要
望
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
３

月
議
会
で
承
認
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
地
域
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
を

市
で
押
さ
え
て
欲
し
い
。
議
会
か
ら
市

に
対
し
解
決
の
方
向
性
や
手
法
を
追
及

し
て
欲
し
い
。
↓
Ａ
．
行
政
区
に
係
る
課

題
や
要
望
は
、
行
政
区
長
か
ら
各
担
当
課

へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
各
担
当
課
で
調
査

研
究
し
優
先
順
位
を
決
め
着
手
す
る
流
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
精
査
し
て
、
所
管
が

な
い
相
談
事
で
あ
っ
て
も
横
断
的
に
調
整

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
７
月
臨
時
会
の
サ
テ
ラ
イ
ト
小
美

玉
の
建
設
反
対
の
意
見
書
提
出
を
踏
ま

え
、
議
員
提
案
で
法
律
よ
り
条
件
を
厳

し
く
す
る
条
例
を
作
っ
て
欲
し
い
。
↓

Ａ
．
場
外
車
券
場
の
設
置
等
を
規
定
す
る

自
転
車
競
技
法
の
制
定
趣
旨
上
、
条
例
で

法
律
よ
り
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
資
料
作
成
等
の

準
備
か
ら
当
日
の
会
場
設
営
ま
で
、
全
議

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
年
の
反
省
か
ら
配
布
資
料

だ
け
で
は
な
く
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
操

作
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
拡
大
し
た
資
料
を

見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
議
長
を
除
く
議
員
19

名
が
３
班
に
分
か
れ
、
昨
年
９
月
以
降
か

ら
今
年
６
月
定
例
会
ま
で
の
議
案
審
査
を

含
む
各
委
員
会
報
告
と
質
疑
応
答
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
（
議
長
は
班
と

は
別
に
全
日
出
席
し
ま
し
た
）。

　

実
施
結
果
は
、
３
日
間
で
85
人
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
限
ら
れ
た
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
や
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
早
速
９
月
定
例

会
の
所
管
委
員
会
で
調
査
・
審
議
を
行

い
、
執
行
部
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
伝

え
ま
し
た
。

　

紙
面
の
関
係
上
、
主
な
質
疑
内
容
等

　

の
掲
載
と
な
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

　

て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

８月 2日　四季文化館（みの～れ）にて

　
「
議
会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民

の
負
託
に
応
え
う
る
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
目
指
し
て
、
８
月
上
旬
、
市
内
３
会
場

に
て
第
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
議
会
改
革
推
進
特
別

  
第
２
回

　
　

小
美
玉
市
議
会
報
告
会
を
開
催
！
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《
第
２
班
》　

小
川
会
場

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
28
年
８
月
３
日

﹇
会　

場
﹈　

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ピ
オ
ス
）

﹇
参
加
者
﹈　

25 
名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
そ
・
ら
・
ら　

の
芝
生
管
理
を
早

急
に
し
て
欲
し
い
。
↓
Ａ
．
芝
の
状
況
を

監
視
し
な
が
ら
管
理
清
掃
を
し
、
館
内
に

芝
が
入
ら
な
い
よ
う
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
．
借
地
で
利
用
し
な
い
公
園
は
返
し
、

使
っ
て
い
る
公
園
に
予
算
を
回
す
べ
き
。

公
園
の
遊
具
の
管
理
を
徹
底
し
て
欲
し

い
。
↓
Ａ
．
利
用
頻
度
の
少
な
い
公
園
は

鋭
意
返
還
の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
が

所
在
す
る
地
区
か
ら
は
残
し
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
も
あ
り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ

返
還
に
向
け
て
の
交
渉
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
市
で
管
理
す
る
都
市
公
園
、
運
動
公

園
等
の
遊
具
は
、
職
員
に
よ
る
巡
回
点
検

や
専
門
業
者
委
託
に
よ
る
点
検
を
行
い
管

理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
年
劣
化
の
進

行
度
合
い
に
よ
り
、
改
築
、
修
繕
、
撤
去

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
小
美
玉
市
は
酪
農
・
養
鶏
が
盛
ん

な
こ
と
か
ら
環
境
改
善
の
問
題
が
出
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
整
備
を
進

め
て
欲
し
い
。
↓
Ａ
．
本
市
は
畜
産
系
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
が
豊
富
で
す
。
今
後
、
農

業
者
の
意
向
調
査
、
対
象
資
源
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
方
法
、
事
業
採
算
性
な
ど
幅
広

い
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
市
に

最
も
適
し
た
手
法
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
．
自
衛
隊
機
の
騒
音
時
間
帯
を
改
善

す
る
余
地
が
あ
る
。
基
地
へ
申
し
入
れ

を
し
て
欲
し
い
。
↓
Ａ
．
自
衛
隊
機
に
よ

る
騒
音
は
周
辺
住
民
に
多
大
な
影
響
を
与

え
て
お
り
、
騒
音
軽
減
は
長
年
の
願
い
で

す
。
騒
音
に
つ
い
て
は
、
毎
年
百
里
基
地

へ
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

８
月
４
日
に
市
長
、
議
長
、
百
里
基
地
・

茨
城
空
港
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
百
里
基

地
で
は
昨
年
同
様
、
８
月
の
限
定
期
間
で

す
が
昼
12
時
か
ら
13
時
の
時
間
帯
で
飛
行

自
粛
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
早
朝
、
夜
間

飛
行
の
騒
音
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
市
総
合
戦
略
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
農
業
施

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
。
↓
Ａ
．
新
規
就
農
者
確
保
の

た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
支
援
す
る
こ
と
、

ま
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
６

次
産
業
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
農
業
経

営
支
援
、
就
農
支
援
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
な
ど
の
農
業
振
興
策
を
継
続
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配

信
を
早
急
に
実
施
し
て
欲
し
い
。
↓
Ａ
．

早
急
に
実
現
で
き
る
よ
う
市
に
要
望
し
て

い
ま
す
。

《
第
３
班
》　

玉
里
会
場　

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
28
年
８
月
４
日
（
木
）

﹇
会　

場
﹈　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
）

﹇
参
加
者
﹈　

24 
名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
器
具
交
換
は
市
の
負
担

で
行
う
の
か
。
行
政
区
で
の
負
担
が
発

生
す
る
と
常
会
の
承
認
を
得
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
後
の
行
政
区

負
担
の
具
体
的
な
数
字
が
出
れ
ば
、
区

か
ら
常
会
に
説
明
し
や
す
い
。
↓
Ａ
．

Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
後
は
、
器
具
交
換
に
な
る
た

め
、
費
用
は
市
が
負
担
し
、
行
政
区
の
負

担
は
電
気
料
金
の
み
と
な
り
ま
す
。
電
気

料
金
は
従
来
の
約
半
分
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

Ｑ
．
霞
台
ゴ
ミ
処
理
場
の
進
捗
状
況
は

↓
Ａ
．
平
成
28
年
度
は
平
成
27
年
度
策
定

し
た
基
本
構
想
を
も
と
に
、
新
処
理
場
の

基
本
計
画
等
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
等
か

ら
な
る
有
識
者
委
員
会
で
施
設
の
基
本
仕

様
や
環
境
基
準
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
施
設
整
備
に
伴
う
測
量
、

地
質
な
ど
所
要
の
事
前
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
秋

以
降
、
地
元
及
び
管
内
住
民
へ
の
事
業
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
情
報
提
供
や
周

知
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
28
年
度
教
育
費
予
算
が

４
億
１
４
０
０
万
円
の
前
年
度
減
。
そ

の
理
由
と
中
身
。
↓
Ａ
．
平
成
27
年
度

旧
小
川
高
校
の
公
有
財
産
購
入
や
美
野
里

地
区
幼
稚
園
４
園
の
耐
震
補
強
工
事
が
完

了
し
た
こ
と
が
予
算
減
額
の
主
な
要
因
で

す
。

８月３日　小川文化センター（アピオス）にて
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Ｑ
．
下
水
道
事
業
の
進
捗
が
見
え
て
こ

な
い
、
予
算
が
前
年
度
よ
り
減
っ
て
い

る
が
。

←

Ａ
．
生
活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま

え
、
事
業
計
画
の
変
更
を
通
し
て
順
次
進

め
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．
議
会
改
革
で
の
改
善
点
は
。
改
革

度
ラ
ン
キ
ン
グ
県
内
４
位
に
な
っ
た
理

由
は
。

← 

Ａ
．議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

議
員
間
の
自
由
討
議
や
請
願
・
陳
情
者
か

ら
の
意
見
陳
述
を
出
来
る
よ
う
に
し
た
こ

と
、
議
員
個
人
の
賛
否
の
公
開
、
答
弁
側

に
反
問
権
を
付
与
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

の
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県
内
４
位

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
議
会
改
革
は
ど
れ
く
ら
い
で
き
て

い
る
か
。
ま
た
、
費
用
弁
償
と
は
政
務

活
動
費
の
こ
と
か
。

←

Ａ
．
全
25
項
目
中
、

早
期
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
11
項
目
の
う

ち
、
現
在
、
９
項
目
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
美
玉
市
議
会
に
政
務
活
動
費
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
今
年
度
、
議
会
全
体
と
し
て
の
最

重
要
課
題
と
し
て
何
に
取
り
組
ん
で
行

く
の
か
。

←
Ａ
．
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
議
会
機
能
の
強
化
等
、
議
会
改
革
を

推
進
し
ま
す
。
議
員
の
責
務
を
果
た
し
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
体
制
を
作
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

※  

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意

見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
会
で

と
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
☎
48

－

１
１
１
１
（
内
線

１
３
０
１
・
１
３
０
２
）

議会報告会ほか

平
成
28
年 

第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９･

12
）

　
　

  

■ 

議
案
に
対
す
る
質
疑

●
「
議
案
58
号　

小
美
玉
市
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
す

る
条
例
」　　
（
福
島
議
員
）

●
「
議
案
61
号　

小
美
玉
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」　　
（
福
島
議
員
）

●
「
議
案
62
号
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）」

（
谷
仲
議
員
、
福
島
議
員
）

●
「
議
案
80
号
「
霞
台
厚
生
施
設
組
合
規

約
の
変
更
」　
（
福
島
議
員
）

■ 
討
論

﹇
反
対
討
論
﹈

●
「
議
案
第
62
号　

平
成
28
年
度　

一
般 

会
計
補
正
予
算
」

　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
議
員
）

①
塵
芥
処
理
施
設
費
の
一
部
事
務
組
合
負
担

　

金
に
つ
い
て
は
、
付
属
施
設
の
白
雲
荘
解

　

体
費
が
含
ま
れ
、
白
雲
荘
が
今
後
ど
の
よ

　

う
に
な
る
の
か
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て

　

な
い
。
ま
ず
は
ご
み
減
量
化
を
訴
え
、
議

　

論
す
べ
き
。

②
20
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
霞
台
ご
み
処
理

　

場
を
な
ぜ
延
命
化
処
置
を
し
な
い
の
か
。

③
住
民
に
対
し
て
の
説
明
が
不
十
分
な
ま
ま

　

で
建
設
す
る
こ
と
に
反
対
。
よ
っ
て
広
域

　

ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
支
出
に
対
し

　

反
対
。

●
「
議
案
第
70
号　

平
成
27
年
度
一
般
会

　

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」

　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
議
員
）

　

62
号
と
同
様
の
理
由
。

●
「
議
案
第
80
号　

霞
台
厚
生
施
設
組
合

　

規
約
の
変
更
」　
（
福
島
議
員
）

　

建
設
あ
り
き
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い

る
。
多
額
の
費
用
を
要
す
る
事
業
等
に

対
し
、
十
分
な
説
明
や
話
し
合
い
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
、
反
対
。

８月４日　生涯学習センター（コスモス）にて

平
成
28
年 

第
２
回
定
例
会
（
６
・
９
）

　
　■ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　

●
「
議
案
49
号　

小
美
玉
市
空
家
等
対
策
協
議

　

  

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」（
小
川
議
員
）
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Ｑ  

学
校
再
編
計
画
に
つ
い

て
、
①
小
川
南
中
の
移
転
時

期
が
３
月
に
変
更
さ
れ
た

が
、
ほ
か
の
小
学
校
の
移
転

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は

な
い
か
。
②
跡
地
利
用
計

画
の
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

  Ａ  

教
育
長　

①
小
川
南
中

学
校
の
移
転
は
、
補
助
財

源
及
び
工
事
着
工
の
変
更

に
よ
り
、
29
年
３
月
と
な
っ

た
が
、
そ
の
ほ
か
の
小
川
・

橘
統
合
小
学
校
は
31
年
４

月
、
玉
里
地
区
小
中
一
貫

校
は
33
年
４
月
、
野
田
・

上
吉
影
・
下
吉
影
統
合
小

学
校
は
35
年
４
月
開
校
予

定
と
し
て
お
り
変
更
は
な

い
。
②
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
政
策
調
整
会
議
を

設
置
し
全
庁
的
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
策
定
し
た
い
。

Ｑ  

市
役
所
本
庁
舎
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
に

至
っ
た
経
緯
と
現
在
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ  

総
務
部
長　

耐
震
補
強

工
事
の
必
要
性
を
示
す
数

値
が
官
庁
施
設
は
０
・
75
以

上
が
基
準
の
と
こ
ろ
本
庁

は
０
・
51
％
で
あ
っ
た
た
め

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
工
事
は
６
月
末

に
着
工
し
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
で
、
現
在
ア
ス
ベ
ス
ト

の
除
去
作
業
を
先
行
し
て

行
っ
て
お
り
、
29
年
３
月

末
を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

  Ｑ  

玉
里
総
合
支
所
庁
舎
の
整

備
計
画
と
そ
の
財
源
確
保
は
。

Ａ  

玉
里
総
合
支
所
長　

市

の
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー

タ
等
の
設
置
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。
民
生
安
定
施

設
整
備
事
業
の
対
象
に
認

め
ら
れ
れ
ば
、
29
年
度
に

設
計
委
託
、
翌
年
に
工
事

着
工
と
な
る
。 

 　一般質問      
                  市民の声を市政に

　　　　　　　　　　 
　　◇　石井　  旭 （13 ページ）　
　　◇　福島  ヤヨヒ　 （14 ページ）　
　　◇　鈴木  俊一 （14 ページ）　
　　◇　戸田  見成 （15 ページ）　        
　　◇　植木  弘子 （15 ページ）　
　　◇　木村  喜一 （16 ページ）
　　◇　関口  輝門 （16 ページ）
　　◇　幡谷  好文 （17 ページ）
　　◇　長島  幸男 （17 ページ）
　　◇　谷仲  和雄 （18 ページ）
　　◇　村田  春樹 （18 ページ）

   順次予定通り進めている

 小学校移転スケジュールは予定通りか

 一般質問

小川南中学校が移転する
旧小川高校

　▲　本庁舎の１階と各総合支所の１階
　　　ロビーにＴＶモニターを設置してい
　　　ます。

石  井　 旭
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は
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
医

療
費
に
お
い
て
は
10
月
か
ら

す
べ
て
の
子
ど
も(

18
歳)

ま
で
無
料
化
に
な
っ
た
。
今

後
も
生
活
困
難
世
帯
の
子
ど

も
た
ち
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

  Ｑ  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

(

プ
ラ
ン)

の
充
実
の
た
め

に
指
導
員
の
教
育
研
修
と

教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
ほ
し
い
。
市
独
自
に
も

指
導
員
の
研
修
機
会
を
設

け
て
ほ
し
い
。

Ａ  

教
育
部
長　

優
秀
な
指

導
員
を
育
成
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
機
会
を

活
用
し
て
資
質
向
上
を
図

る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
充
実

の
た
め
の
指
導
員
の
確
保

に
つ
い
て
は
関
係
部
局
と

協
議
し
対
応
し
て
い
く
。

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

○ 

子
ど
も
た
ち
に
対
し
甲

状
腺
が
ん
の
超
音
波
検
査

の
実
施
を

Ｑ  

教
育
行
政
に
つ
い
て
、

①
市
の
奨
学
金
の
現
況
と

②
オ
ミ
タ
ー
ン
制
度
と
人

材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。　

Ａ  

教
育
部
長　

①
高
校
が

月
額
３
万
円
、
大
学
・
専

門
学
校
が
月
額
５
万
円
以

内
で
、
無
利
息
で
貸
与
。
現

在
、
大
学
2
名
、
専
門
学
校

１
名
が
利
用
し
て
い
る
。
返

還
中
の
方
が
１
名
あ
る
。
②

オ
ミ
タ
ー
ン
制
度
は
、
小
美

玉
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者

が
進
学
な
ど
で
地
元
を
離
れ

て
も
将
来
地
元
で
就
職
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
奨
学
金

制
度
で
あ
り
、
今
後
、
内
容

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
大
学
等
で
知
識
を
学
び

習
得
し
て
地
元
に
戻
り
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
人
材
育
成
に
期
待
す
る

も
の
。

 

Ｑ  

行
政
区
の
加
入
状
況
及

び
受
益
負
担
金
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ  

市
長
公
室
長　

４
月
1

日
現
在
で
、
加
入
率
は
58
％

（
住
民
基
本
台
帳
世
帯
数
、

各
区
長
報
告
世
帯
数
で
算

出
）
と
な
っ
て
い
る
。
市
へ

の
転
入
者
に
は
転
入
手
続
き

の
際
、
区
へ
の
加
入
を
勧
め

て
い
る
が
、
加
入
率
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　

受
益
者
負
担
に
つ
い
て

は
、防
犯
灯
の
電
気
料
な
ど
、

区
に
加
入
し
て
い
な
い
方
も

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、

不
公
平
感
解
消
の
方
策
と
し

て
区
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
打
ち
出
し
た
い
。

 

Ｑ  

小
美
玉
市
美
野
里
地
域

食
材
供
給
施
設
「
キ
ャ
ト

ル
・
セ
ゾ
ン
」
の
再
開
後

の
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
約
４
カ
月
で
約

１
万
５
０
０
０
人
の
来
客
者

が
あ
っ
た
。
地
元
食
材
の
地

産
地
消
の
拡
大
や
、「
み
の
〜

れ
」
の
開
催
に
左
右
さ
れ
な

い
安
定
し
た
売
上
の
確
保
な

ど
幾
つ
か
の
課
題
も
見
え
て

き
た
の
で
、
引
き
続
き
検
討

し
た
い
。

Ｑ 

公
共
施
設
は
す
べ
て
の
人

に
優
し
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

段
差
の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
施
設
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ  

総
務
部
長　

日
常
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
と
も
に
財

源
を
確
保
し
て
改
善
し
て

い
き
た
い
。
玉
里
総
合
支

所
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ  

障
害
者
施
設
の
安
全
確

保
と
雇
用
創
出
を
。

Ａ  

福
祉
部
長　

施
設
と
連

携
し
、
安
全
を
確
保
し
て
い

く
。
雇
用
は
市
職
は
県
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
が
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
福
祉
か

ら
雇
用
へ
と
移
行
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
市

独
自
の
施
策
は
何
か
。
就
学

援
助
の
品
目
拡
大
を
願
う
。

Ａ  

教
育
部
長　

要
保
護
、

準
要
保
護
の
児
童
生
徒
に

  制度を活用し地元に戻ることを期待

 次世代を担うリーダーの育成を

福 島 ヤ ヨ ヒ

鈴  木  俊  一

 全ての人に優しい公共施設であって

一般質問

 
財源を確保して改善を図りたい
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Ｑ  

小
美
玉
市
の
教
育
に
夢

が
も
て
ま
す
か
。
①
中
学

生
を
生
活
環
境
悪
化
か
ら

守
る
対
策
は
十
分
か
。
②

学
力
問
題
対
策
は
如
何
か
。

Ａ  

教
育
長　

①
薬
物
乱

用
や
情
報
通
信
機
器
を
利

用
し
た
犯
罪
等
か
ら
生
徒

を
守
る
た
め
、
啓
発
ビ
デ

オ
の
視
聴
や
情
報
モ
ラ
ル

講
演
会
等
を
実
施
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
・
学

校
・
地
域
・
保
護
者
が
一

体
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

る
。
②
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
を
も
と

に
課
題
を
分
析
し
、
学
習

状
況
の
改
善
に
役
立
て
て

い
る
。

Ｑ  

①
児
童
・
生
徒
の
発
達

障
害
に
伴
う
問
題
は
如
何

か
。
②
小
美
玉
市
の
教
育
に

つ
い
て
、
教
育
の
理
念
や

計
画
・
方
針
・
目
標
が
不

明
確
の
よ
う
だ
が
如
何
か
。 

Ａ  

教
育
長　

①
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

３
名
に
よ
る
相
談
、
生
活

介
助
員
の
配
置
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
構
築
モ
デ
ル
地

域
事
業
を
受
託
し
、
支
援

や
配
慮
あ
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。
②
現
在
、

教
育
行
政
全
般
の
指
針
と

な
る
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

Ｑ   

新
ご
み
処
理
場
に
つ
い

て
①
地
域
住
民
の
理
解
へ

の
努
力
が
足
り
な
い
と
思

う
が
。
②
公
害
防
止
、
地

域
生
活
道
路
の
整
備
は
如

何
か
。

Ａ  
市
民
生
活
部
長　

①

今
後
も
丁
寧
な
情
報
提
供

と
住
民
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
を
設
け
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
②

公
害
防
止
は
法
規
制
値
よ

り
か
な
り
低
い
水
準
に
設

定
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は

基
準
の
10
分
の
１
に
設
定

し
て
い
る
。
道
路
整
備
は

基
本
構
想
に
位
置
づ
け
て

い
る
。

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

○
統
合
と
一
貫
校
推
進
に

つ
い
て

Ｑ  

少
子
化
対
策
の
計
画

の
進
捗
状
況
と
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
の
活
動
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

福
祉
部
長　

基
本
方

針
９
事
業
の
う
ち
３
事
業

が
目
標
を
達
成
し
て
い

る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
中

の
保
護
者
の
方
々
が
委
員

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
意
見
を
い
た
だ
き
事
業

の
見
直
し
等
に
役
立
て
た

い
。
計
画
目
標
年
度
の
31

年
度
ま
で
に
は
達
成
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Ｑ  

出
産
・
育
児
に
対
す
る

経
済
的
支
援
の
充
実
と
し

て
、
紙
お
む
つ
・
紙
お
む

つ
用
ゴ
ミ
袋
等
の
費
用
に

補
助
の
導
入
を
求
め
る
。

Ａ  

福
祉
部
長　

周
辺
自

治
体
の
状
況
や
実
施
方
法

等
を
調
査
し
、
実
現
に
向

け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〇  

早
期
実
現
を
要
望
す

る
。

Ｑ  

18
歳
選
挙
権
に
対
す
る

啓
発
・
周
知
活
動
に
つ
い

て
、
更
に
選
挙
全
般
の
投

票
率
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

総
務
部
長　

県
立
中

央
高
校
で
の
模
擬
選
挙
の

実
施
や
羽
鳥
駅
で
通
学
時

間
帯
の
学
生
を
中
心
に
チ

ラ
シ
配
布
を
行
い
、
周
知
・

啓
発
に
努
め
た
。

　

さ
ら
に
、
期
日
前
投
票

の
推
進
活
動
と
し
て
、
市

内
ス
ー
パ
ー
等
に
啓
発

グ
ッ
ズ
を
置
か
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
現
役
高
校
生

に
休
日
１
日
だ
け
の
投
票

立
会
人
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
選
挙
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
な
ど
の
投
票
率

ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

 市の教育行政の指針は明確か
 
指針となる「教育振興基本計画」を策定中

 事業の進捗管理と評価・改善を行っている

植  木  弘  子

戸  田  見  成

  子ども・子育て会議の活動状況は

 一般質問

羽鳥駅前での選挙啓発活動
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来
塾
の
あ
り
方
を
定
め
て

い
き
た
い
。

〇
一
刻
も
早
く
行
動
に
移

し
、
教
育
格
差
の
解
消
に

努
め
て
ほ
し
い
。

Ｑ   

世
襲
制
農
家
の
引
継
ぎ

に
至
ら
な
か
っ
た
農
家
向

け
に
経
営
継
承
事
業
と
※
新

規
青
年
就
農
給
付
金
等
の

更
な
る
拡
充
を
。

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

農

地
中
間
管
理
事
業
に
よ
り

農
地
の
利
用
権
設
定
を
進

め
て
お
り
、
所
有
者
か
ら

貸
付
希
望
農
地
を
積
極
的

に
担
い
手
に
紹
介
し
て
い

る
。
市
で
も
積
極
的
に
県
、

Ｊ
Ａ
等
と
連
携
を
図
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ  

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
き
家
等
が
防

災
・
衛
生
・
景
観
等
の
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
そ
こ
で
伺
う
。
①
空

き
家
等
の
現
状
と
実
態
調

査
の
動
向
は
。
②
今
後
の

対
策
計
画
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

①

実
態
調
査
は
区
長
に
お
願

い
し
た
結
果
、「
建
物
が
危

険
」
が
89
戸
、「
敷
地
に
問

題
」
が
１
５
６
戸
、「
管
理

が
不
適
切
」
が
２
９
５
戸

で
、
計
５
４
０
戸
あ
っ
た
。

②
空
き
家
対
策
措
置
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

立
入
調
査
、
所
有
者
把
握

の
た
め
の
固
定
資
産
税
情

報
が
利
用
で
き
、
ま
た
特

定
空
き
家
に
対
す
る
助
言
・

指
導･

勧
告･

命
令
・
代
執

行
等
々
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
空
き
家
に
も
適

用
さ
れ
て
い
た
税
制
優
遇

措
置
が
除
外
さ
れ
る
な
ど

空
き
家
対
策
が
改
善
さ
れ
、

踏
み
込
ん
だ
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
対
策
計
画

を
年
度
内
に
策
定
し
29
年

度
か
ら
施
行
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
。 

   Ｑ  

不
適
切
な
生
垣
の
管
理

対
策
は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

生
垣

の
適
正
な
管
理
責
任
は
所

有
者
に
帰
す
る
。
個
人
所
有

の
生
垣
が
道
路
に
張
り
出

し
通
行
上
妨
げ
に
な
る
な

ど
の
危
険
箇
所
は
所
有
者

に
剪
定
・
伐
採
等
の
処
理
を

促
し
て
い
る
が
、
道
路
管
理

者
が
一
方
的
に
処
理
す
る

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

所
有
者
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
更
な
る
利
活
用
と
普
及

に
向
け
、
市
営
施
設
使
用

料
等
の
優
遇
措
置
を
構
築

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ   

市
民
生
活
部
長　

現

状
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ト
ア
交
付
業
務

を
優
先
し
て
お
り
、
優

遇
に
関
す
る
検
討
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

先
進
事
例
等
を
調
査
研
究

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〇
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

事
業
推
進
を
願
う
。

Ｑ  

地
域
未
来
塾
を
創
設

し
、
市
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
む

た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
市
民
が
団
結
す
る
体

制
の
確
立
を
。

Ａ　

教
育
部
長　

地
域
未

来
塾
に
つ
い
て
は
、
現
在

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
が

多
い
こ
と
か
ら
実
施
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
本

市
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
未

 特別措置法の指針により改善整備を図る

  増加する空き家等対策計画が急務

木  村  喜  一

関  口  輝  門

 マイナンバーカードの普及に向け優遇措置を

一般質問

 
　今後検討していきたい

※
青
年
就
農
交
付
金
と
は
？
・
・
・
新
規
就
農
者
（
45
歳
以
下
）
に
対
し
て
、
経
営
開
始
時
の
生
活
並
び
に
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
（
５
年
間
以
内
）
の
所
得
を
確
保
す
る
給
付
金
を
交
付
（
一
人
年
間
１
５
０
万
円
）。

放置されている空き家
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Ｑ  

小
美
玉
市
に
お
け
る
要

介
護
高
齢
者
の
推
移
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ  

福
祉
部
長　

５
年
前
と

比
較
し
て
要
介
護
高
齢
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
団
塊
世
代
が
75

歳
と
な
り
後
期
高
齢
者
と

な
る
37
年
度
に
は
、
認
定

者
数
は
３
０
０
０
名
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ  

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

Ａ  

福
祉
部
長　

負
担
を
軽

減
す
べ
く
、
介
護
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
家
族
介
護

者
交
流
事
業
や
家
族
介
護

教
室
事
業
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
経
済
的
な
支
援

で
は
、
お
む
つ
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
や
慰
労
金

を
支
給
す
る
事
業
が
あ
る
。

　

今
後
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
し
続
け
る
た
め

に
も
、
要
介
護
者
へ
の
支

援
と
あ
わ
せ
て
在
宅
で
介

護
を
し
て
い
る
介
護
者
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
、
介
護
者
の
位

置
づ
け
と
支
援
の
考
え
方
を

改
め
て
整
理
す
べ
き
で
は
。

Ａ  
福
祉
部
長　

生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
老
老

介
護
、
認
認
介
護
な
ど
も
増

加
し
て
お
り
、
要
介
護
者
へ

の
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
要

介
護
者
を
在
宅
で
介
護
す

る
介
護
者
へ
の
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
策
定
す
る
第
7
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
は
介

護
し
て
い
る
家
族
や
介
護

の
現
場
で
働
く
方
々
の
ご

意
見
も
伺
い
、
よ
り
充
実

し
た
支
援
を
検
討
し
た
い
。

 次期計画には介護者の支援方策を
 
ニーズ調査等を行い支援を検討 

  返礼品の拡充とメディアの積極的な活用

   ふるさと納税が増額した要因は

長  島  幸  男

幡  谷  好  文

家
族
介
護
慰
労
金
事
業
と
は
？･･･

要
介
護
４
・
５
の
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
方
で
、要
介
護
高
齢
者
が
１
年
間
介
護
保
険
制
度
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
な
ど
、い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
し
た
家
族
介
護
者
に
年
額
10
万
円
を
支
給
す
る
も
の
。

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
は
返
礼

品
の
充
実
し
た
自
治
体
に

寄
付
金
が
集
ま
る
傾
向
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の

27
年
度
実
績
と
返
礼
品
の

内
容
に
つ
い
て
と
、
寄
付

金
の
活
用
状
況
を
伺
う
。

 

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

27
年

度
は
９
７
７
６
件
、
１
億

１
２
６
６
万
１
８
３
１
円

の
寄
付
が
あ
り
、
前
年
比
で

約
１
・
９
倍
と
な
っ
た
。
返

礼
品
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
干

し
芋
、
豚
肉
、
梨
、
マ
ン

ゴ
ー
、
レ
ン
コ
ン
、
漬
物

な
ど
43
品
目
あ
る
が
、
豊

か
な
農
産
物
の
PR
に
な
る

の
で
積
極
的
に
拡
充
を
図

り
た
い
。
寄
付
の
活
用
は

＊
使
途
別
に
総
額
４
９
４

３
万
４
０
０
０
円
を
充
当

し
、
残
額
は
補
正
予
算
等

の
財
源
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入

額
と
財
源
流
出
額
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

Ａ
企
画
財
政
部
長

　

寄
付
受
入
額
１
億
１
２
６
６

万
１
８
３
１
円
に
対
し
、
本
市

の
市
民
が
他
市
町
村
に
寄
付
し

た
金
額
が
１
２
８
９
万
７
５
０

０
円
で
、
財
源
流
出
額
は
こ
の

う
ち
市
民
税
の
控
除
を
受
け
た

分
の
５
２
３
万
７
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

〇
職
員
の
人
事
交
流
・
異
動
に

つ
い
て

〇
職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て

＊【ふるさと寄付金の使途】

事業名 充当額（千円）

次代を担う人づくりプロジェクト 20,640
健やかで安心安全のある地域づくり
プロジェクト 10,555

魅力のある地域づくりプロジェクト 9,617

指定なし 8,622
計 49,434

 一般質問
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Ｑ  

羽
鳥
駅
橋
上
化
及
び

駅
周
辺
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

現

在
、「
東
西
自
由
通
路
を
含
む

都
市
計
画
道
路
の
変
更
」、「
西

口
交
通
広
場
の
決
定
」、「
駅

周
辺
用
途
地
域
の
変
更
」、「
駅

周
辺
準
防
火
地
域
の
決
定
」
の

４
つ
の
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、
９
月
中
に
計
画
決
定
・
変

更
告
示
を
行
う
予
定
。
工
事

着
工
は
、
駅
舎
及
び
東
西
自

由
通
路
は
JR
と
の
協
定
締
結

や
工
事
発
注
等
の
手
続
き
が

あ
る
の
で
概
ね
来
年
度
の
中

ご
ろ
と
見
込
ん
で
い
る
。
駅

前
広
場
整
備
工
事
も
駅
舎
工

事
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
が
、

来
年
度
に
は
着
手
し
た
い
。

Ｑ  

今
回
の
選
挙
で
は
期
日

前
投
票
所
が
本
庁
、
支
所
以

外
に
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

今
後
設
け
る
予
定
は
あ
る
か
。  

Ａ  

総
務
部
長　

国
の
通
達

で
は
投
票
所
の
秩
序
を
適
切

に
保
持
で
き
れ
ば
頻
繁
に
人

が
往
来
す
る
施
設
に
設
置
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

本
市
に
合
っ
た
期
日
前
投
票

所
の
設
置
を
今
後
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

〇  

市
内
ス
ー
パ
ー
や
羽
鳥

駅
で
の
期
日
前
投
票
が
で

き
る
よ
う
要
望
す
る
。

Ｑ  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

76
事

業
う
ち
既
に
26
事
業
（
34
％
）

に
着
手
し
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
県
や
周
辺
都
市
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
特
色
や
資
源
を
生
か
し
市

民
に
身
近
な
施
策
を
展
開
す

る
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
に

重
点
を
置
い
て
実
現
性
と
実

効
性
の
あ
る
戦
略
と
し
て
実

行
し
て
い
き
た
い
。 

Ｑ  

い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
開
設
に
伴
う
１
１
９

番
通
報
時
の
留
意
点
は
。

Ａ  

消
防
長　

指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
県
内
33
市
町
の

１
１
９
番
通
報
を
受
信
す

る
こ
と
か
ら
、
通
報
の
際
、

住
所
は
「
小
美
玉
市
」
か

ら
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ  

平
成
27
年
度
決
算
に
係

る
健
全
化
判
断
比
率
の
数

値
に
至
っ
た
要
因
と
充
当

可
能
基
金
現
在
高
の
推
移

予
測
を
問
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

実

質
公
債
費
比
率
と
将
来
負

担
比
率
の
上
昇
は
、
数
値

を
算
定
す
る
計
算
式
の
分

子
と
な
る
元
利
償
還
金
や

地
方
債
現
在
高
等
の
伸
び

が
要
因
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
数
値
を
的
確
に
把
握
し

て
い
く
。
ま
た
、
今
年
度

以
降
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
に
よ
る
増
額
分

が
徐
々
に
減
額
さ
れ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
こ
の
歳
入

不
足
を
補
う
た
め
財
政
調

整
基
金
な
ど
の
充
当
可
能

基
金
現
在
高
は
減
少
に
推

移
す
る
見
込
み
。

Ｑ   

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

第

3
回
改
定
が
完
了
し
た
生

活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
の

大
き
な
変
更
点
に
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す

る
効
率
的
な
整
備
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

公
共
下
水
道
編
入
を
見
据

え
、
公
共
下
水
道
全
体
計

画
を
見
直
し
、
都
市
計
画

決
定
変
更
の
手
続
を
進
め

て
い
く
。

  現時点での遅れはない

村  田  春  樹

 119 番通報時の留意点は
 
　住所は必ず「小美玉市」から

谷  仲  和  雄

  橋上化及び駅周辺整備の遅れはないか

一般質問

いばらき消防指令センター
         　　　　　　  ( 水戸市内原）

羽鳥駅西口



　   19
議会だより 第 43 号

　 　 第４１回プレゼントクイズ第４１回プレゼントクイズ　　＊答えは議会広報 第 43 号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、「キャトル・セゾン」（四季の里 内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントします。たくさ
んのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  今号の表紙の花で小美玉市の花に指定されているのは「○○○○」？
　　問 ②  第３回定例会の一般質問者数は○○人？
　　問 ③  ○○○番にかけると「いばらき消防指令センター」に通じる？ 

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成 28年 11月 22日（火）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません｡ 　

クイズ・声

皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►身近な韓国便がなくなって寂しいです。「韓ドラ・時代劇ファン」としては一度は茨城空港から行きた
いのに残念でなりません。何とかなりませんかね。都合をつけて必ず行きたいです。茨城空港万歳！

（西郷地・男性）
► 42 号の議会だよりの表紙のあじさいはとても良かったです。難しい議会だよりを少しでも見ようとい
う気をおこさせてくれました。（川戸・女性）

►小美玉市で生まれたので今はどうなってるのかなと時々読んでます。これからも住みよいまちになる
ように良い案を出しつくりあげてください。写真もいろいろたくさん載ってて良いです。（市外・女性）

►いきいき茨城ゆめ国体デモンストレーションスポーツの少年少女サッカー会場が小美玉市なので心か
ら応援します！！お待ちしております。（小川・男性）

►毎月拝読しています。会議の様子がよく理解できます。ただ読んでいて、もう少し楽しい紙面になれ
ばと思います（特に後半部分はポートレートの他は文字だけなので、もう少し工夫してほしいと思い
ました）｡（野田・男性）

►今月号の表紙，私の大好きな花アジサイでした。とてもステキです。表紙の写真の一般募集、議会だ
よりが、ますます身近になりそうですね。（羽刈・女性）

►堅倉から、「そ・ら・ら」、茨城空港に行く道路で車の窓を閉めても、すごい悪臭で困ったと思っています。
家畜もなくてはならないものバイオマス活用の話も聞きました。早くに対策をお願いしたいと思って
います。（羽鳥・女性） 

　   　   第 40 回クイズの当選者第 40回クイズの当選者
　  36 通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　沢上　恵里さん　　　鈴木　和子さん
　真家　美奈子さん　　常島　えりさん　　　　　
　新堀　恵子さん　　　藤﨑　富久さん
　八文字　善一さん　　植田　康雄さん
　菅谷　美津子さん　　増山　園子さん 　         　    　 

第 40回クイズの正解
問① 選議会だより 42号の表紙は？

[答 →竹原神社のあじさい ]
問②「第 2回議会○○○」は 8月 2～ 4日に開催？

[答 → 議会報告会 ]
問③ 6 月定例会の一般質問者数は？

[答→ 12名 ]

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています
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28
年
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27
日
発
行

定 例 会
日 程 会議等の主な内容

11月 30 日
        （水）

本会議
　（開会、議案説明）

  12 月  6 日
         （火）

本会議（～８日）
　（一般質問、議案質疑）

      12 日
       （月）

常任委員会
　（～ 14日）

         20 日
（火）

本会議
　（報告、採決、閉会）

＊委員会等の詳しい日程については、11月 29日に

開催する議会運営委員会で協議します。議会事務局

までお問い合わせください。

■ ■ 次の定例会は、11 月 30 日（水）次の定例会は、11 月 30 日（水）
　 　 開会予定です !開会予定です !

　

今
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
、
水
不
足

に
始
ま
り
、相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
に
よ
り
、

日
本
列
島
に
記
録
的
な
災
害
の
爪
跡
を
残

し
ま
し
た
。
北
海
道･

東
北
豪
雨
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
ま
し
た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
小
美
玉
市
に
お
い
て
も
、
倒
木
・

落
雷
に
よ
る
長
時
間
に
わ
た
る
停
電
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き

な
災
害
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
災
害

の
少
な
い
小
美
玉
市
、
安
全
・
安
心
な
住

み
や
す
い
地
域
で
す
。

　

今
後
と
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
更
な
る
災
害
協
定
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
議
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
更
な
る
充
実
を

図
り
、
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
石
井　

旭
）
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田　

春
樹

　　　お気軽にご応募ください！お気軽にご応募ください！

「議会だより」「議会だより」のの表紙の写真表紙の写真
○○　　編集の都合上、デジタルカメラでの写真データ編集の都合上、デジタルカメラでの写真データ
でお願いします（スマートフォンも可）。でお願いします（スマートフォンも可）。

○○　　住所、氏名、電話番号を明記し、写真データ住所、氏名、電話番号を明記し、写真データ
（３ＭＢ未満）とともにメールで送付してください（３ＭＢ未満）とともにメールで送付してください
（CD-R 又は写真での郵送、持参も可とします）。（CD-R 又は写真での郵送、持参も可とします）。
○○　　写真は未発表のものに限ります。写真は未発表のものに限ります。
○○　　応募いただいても掲載できない場合があります応募いただいても掲載できない場合があります
のでご了承ください。のでご了承ください。

○○　　写真は広報紙のほか、ホームページ等でも公開写真は広報紙のほか、ホームページ等でも公開
されます。されます。

○○　　締め切りは、12月９日（金）です。締め切りは、12月９日（金）です。
※※　　詳しくは、小美玉市議会事務局までお問い合わせくだ詳しくは、小美玉市議会事務局までお問い合わせくだ
さい。（☎０２９９－４８－１１１１内線１３０２）さい。（☎０２９９－４８－１１１１内線１３０２）
メールアドレス :gikai@city.omitama.lg.jpメールアドレス :gikai@city.omitama.lg.jp

■  ■  議長 通信  議長 通信  ■■ 　

●●７月 15 日、全国市議会議長会の地方行政委員
会が開催され、定期総会議決事項などを踏まえ、
｢地方行政関連施策に関する要望書｣、｢平成 28
年熊本地震に関する要望書｣、｢東日本大震災に
関する要望書｣ を決し、関係省庁へ要望活動を
しました。

●● 7 月 26 日、「第 12回国と地方の協議の場等に
　関する特別委員会」が開かれ、7地方分権改革
　の推進、地方議会の権能強化、地方議会議員の
　被用者年金制度への加入について、そのほか地
　方創生の推進、消防防災体制の充実強化、北方
　領土返還などについても強力に要望していくこ
　とを決しました。

◀ 第 144 回
  地方行政委員会

  で挨拶を述べる

  
市村委員長

佐藤総務省事務次官
に要望書を提出　▶

編編    

集集    

後後    

記記


